
  
 

  
 

文章読解時の視線計測に基づく英語力の判定 
 

下田明†1 土田泰子†2 外山茂浩†3 竹部啓輔†3 村上祐貴†4 
 
概要：本研究では，難易度の異なる英文を読む際の眼球運動を計測することにより，文章の難易度が被験者の眼球運
動に与える影響を調べた．また，難易度の異なる英文を提示する場合の，順序による視線動向への影響についても検
証を行った．計測した視線データを視線停留と読解速度について分析し評価した．実験の結果，英文提示におけるい

ずれのパターンについても概ね同様の視線動向が計測されたことから，英文の順序効果を考慮する必要はないのでは
ないかと考えられる．また，読書速度については，被験者の英語能力および読書傾向と相関があると考えられる． 
 
 

 
 

1. 緒言 

 個人の英語力を評価する場合には，一般的に TOEIC テス
トや英検などの試験を利用することが考えられるが，実施

から結果が出るまでに時間がかかり，その評価も総合的な

判定となる．また，英語多読は難易度別にレベル分けされ

た本により自分に合ったレベルの英語を読むが，その判定

は学習者の主観や指導者の経験に基づいて行われている．

つまりこの過程における英語多読本のレベルの判定は人間

の主観による定性的な手法である．しかしより的確な評価

を行うためには，英語レベルを具体的な数値などで表す，

定量的な分析による判定手法が望ましい．また，実験時に

被験者に提示する英文の順序が被験者の眼球運動にどう影

響するかは判明していない．そこで本研究では，英文の順

序効果を踏まえた上で，英文の難易度の違いが学習者に与

える負荷について，本人や指導者の主観では困難な客観的

かつ定量的な分析方法を検討し，視線計測を用いてその特

性について明らかにすることを目的とする．本報告では，

まず英文の順序効果について検証する．その後被験者の眼

球運動が英語力と英文の難易度により変化するという先行

研究に対し，その知見を検証すると共に英語力評価に応用

できる特性を探ることを目標として読解時の停留・読解速

度を分析した結果を報告する． 
 

2. 実験方法     

2.1 実験器具 

 視線計測には，ディテクト社の非接触型視線計測システ

ム QG-PLUS（図 1）を用いた．QG-PLUS は据置型の視線
計測装置で，本体から赤外線を発し，被験者の瞳孔で反射

された赤外線を受け取ることで被験者の眼球運動を計測す

る装置である． 
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図 1 非接触型視線計測システム QG-PLUS 

 
2.2 実験手順 

2.2.1 順序効果の検証 

 本実験では，英文を提示する順番による読解への影響を

検証するため，被験者 3 人（いずれも 20 代の男性）に対し，
表 1 に示すような 3 パターンの提示方法で実験を行った．
具体的には，読みやすさレベル（YL）がそれぞれ 1.0～1.9，
2.0～2.9，3.0～3.9 の英語多読本，TOEIC テストの問題文，
英字新聞の 5段階の難易度の英文をそれぞれ 2冊ずつで 10
冊 1 セットとして，それを難易度昇順，難易度降順，ラン
ダムの 3 パターンを用意，同日の内に実施した．これらの
計測データを比較することで検証を行った． 
 

表 1 英文の提示パターン 

 
 
2.2.2 読解力と視線の相関の検証 

本実験では，難易度の異なる英文を読んだ時の眼球運動

を観察することで，英文の難易度が被験者の眼球運動にど

のような影響を及ぼすのかを検証する．前節で示した実験

の計測データについて解析を行い，視線の停留と読解速度

について読解力との相関の有無を検証した．また，実験後

には英文を読んだ印象と被験者の読書傾向を調べるためア

ンケートを実施した． 
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3. 結果・考察 

3.1 順序効果の検証 

 まず，被験者 A のパターン別の時間別停留頻度のグラフ
を図 2~4 に示す．ここで，TOEIC テストの問題文と英字新
聞の数値はそれぞれ 2 冊の平均となっている．順序による
違いについて比較すると，フィクションの YL1.0～1.9 やノ
ンフィクションのYL3.0～3.9など一部で 10%～20%の違い
が見受けられるが，おおよそ同じ傾向となっている。また，

他の被験者の停留の様子を観察した場合も，一部で多少の

違いは見られてもおおよそは同程度の停留頻度となってい

る。 今回被験者 A の停留の一部に違いが見られた理由と

して，計測時の視線のロストや計測誤差によるものと考え

られる． 
次に被験者 Aのパターン別の読解速度のグラフを図 5に

示す．順序による違いについて比較すると，パターン 1～3
で変化の仕方が同様でありパターンによる違いはほとんど

見受けられない．このような傾向は，他の被験者にも同様

に見られた． 
従って，今後実験を行う際に英文の順序を考慮する必要

は無いと考えられる． 
 

  
図 2 被験者 A の停留頻度 図 3 被験者Aの停留頻度 

（パターン 1）  （パターン 2） 

 
図 4 被験者 A の停留頻度 図 5 被験者Aの読解速度 

（パターン 3）    
 
3.2 読解力と視線の相関の検証 

被験者 3 人のパターン 3 の停留頻度のグラフをそれぞれ
図 4，6，7 に示す．被験者 A について見ると，ノンフィク
ションの YL1.0～1.9 が最も停留時間が短くなっているこ

とがわかる．そこで実験後のアンケートの回答を確認する

と，自己評価でも該当の英文が最も読みやすいとなってお

り，英文の読みやすさが眼球運動に現れていることが確認

できる．他の被験者 B と C においても同様の結果となって
おり，被験者にとっての英文の難易度と眼球運動に相関が

あると考えられる． 
次に，被験者 3 人の読解速度のグラフを図 8 に示す．い

ずれの被験者においても，英文の難易度が YL3.0-3.9 から
TOEIC レベルへ移行する際に読解速度が大きく低下して

いることから，英語力については YL3.0-3.9 相当なのでは
ないかと考えられ，被験者の TOEIC スコアが 300～400 で
あることと合わせて考えると，この考察は概ね妥当である

と考えられる． 
さらに，被験者 A について見ると，同レベルの英文でも

フィクションに比べノンフィクションを読む場合に読解速

度が高くなっていることがわかる．そこでアンケートの回

答を確認すると，好きな本のジャンルがノンフィクション

となっており，被験者の本の嗜好が読解速度の差として現

れていることが確認できる． 
 

  
図 6 被験者 B の停留頻度 図 7 被験者Cの停留頻度 

（パターン 3）  （パターン 3） 

 

図 8 被験者 3 人の読解速度 
 

4. 結言 

 本研究では英文の提示順序の順序効果と，英文の難易度

と被験者の眼球運動との相関について調査するため実験を

行った．実験の結果，英文提示におけるいずれのパターン

についても概ね同様の視線動向が計測されたことから，実

験の際に提示する英文の順番は考慮する必要がないと思わ

れる．読解速度については，被験者の英語力および読書傾

向と相関があると考えられる．被験者の本の嗜好が視線動

向に影響を与えることが確認できた．今後は被験者数を増

やし，データの精度を高めていく予定である． 
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